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こころの健康センター 相談支援体制に関するアンケート調査 結果まとめ

アンケート回収率 70％（150 機関に送付、うち 105 機関から回答あり）

アンケート回収率

70.0%

73.5%

60.7%

55.6%

68.8%

80.0%

62.1%

100.0%

計

通所・入所事業所、施設

訪問看護ステーション

専門機関・団体

相談支援事業所等

市町（保健センター）

市町（事務）

保健所

問１ こころの健康センターの認知度・業務内容

こころの健康センターで実施している現在の業務についてお尋ねします。

（１）これまで、こころの健康センターとどのような関わりがありますか。

（該当するものすべてに○）

問１（１） センターとの関わり

47.6%

41.9%

75.2%

82.9%

93.3%

5 こころの健康センター職員に支援を受けたことがある

4 こころの健康センターへ行ったこと（利用したこと）がある

3 こころの健康センターが主催する研修会・講演会に参加
したことがある

2 所在地（場所）を知っている

1 名前を知っている

＊ こころの健康センターが主催する研修会・講演会に参加したことがある、は 75.2％

と 3/4 を占めている。

＊ 一方、センター職員の支援を受けたことがある、は 47.6％と半数に満たない結果

となった。
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（２）こころの健康センターで実施している下記の主な業務のうち、知っている内容はど

れですか（知っているものすべてに○）

問１（２）センター業務の知名度

58.1%

63.8%

82.9%

37.1%

68.6%

61.9%

60.0%

70.5%

81.0%

62.9%

41.9%

75.2%

12 こころの傾聴テレフォン

11 面接相談（精神科医師）

10 電話・面接相談（職員）

9 団体運営支援

8 各関係機関への技術支援

7 依存症対策

6 ひきこもる若者の自立支援事業

5 自殺対策事業

4 精神保健に関する普及啓発事業

3 精神保健福祉協議会

2 精神医療審査会

1 精神保健福祉手帳・自立支援医
療

＊ 職員による相談は 82.9％と高かったが、こころの傾聴テレフォンは 58.1％に

留まっている。

問２ こころの健康センターの現在の相談機能

資料１ こころの健康センターにおける精神保健福祉相談の現状 参照

現在の、こころの健康センターで実施している相談業務についてお尋ねします。

（１） こころの健康センターで実施している下記の相談機能のうち、あなたが当事

者・家族・関係機関等へ紹介したことがあるものはどれですか

（紹介したことがあるものすべてに○）

問２（１）当事者・家族・関係機関等へ紹介したことがあるもの

33.3%

18.7%

10.7%

9.3%

27.3%

5 紹介したことはない・無回答

4 こころの傾聴テレフォン（リス
ナー）

3 面接相談（精神科医師）

2 面接相談（職員）

1 精神保健福祉相談（電話・職員）

＊ こころの健康センターの相談機能を紹介することは少ない。
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問５ こころの健康センター面接機能の活用

資料４ こころの健康センター面接・相談機能の活用 案・イメージ図

こころの健康センターの相談機能について、「電話コンサルテーション」「ケース相

談」「事例検討会」等を立ち上げ、関係機関が活用しやすい体制の構築を目指してい

ます。こころの健康センターの面接機能（改善案）についてお尋ねします。

（１）あなたの所属機関から当事者・家族に紹介したい相談機能はどれですか

（該当するものすべてに○、4,5,6 は括弧内にも○）

問５（１）当事者・家族に紹介したい相談機能

8.6%

52.4%

50.5%

52.4%

56.2%

59.0%

61.0%

70.5%

45.7%

62.9%

63.8%

7 特になし

6 精神科医[面接]相談（その他疾患）

6 精神科医[面接]相談（依存症関連）

5 専門職[面接]相談（自殺予防・自死遺
族）

5 専門職[面接]相談（依存症）

5 専門職[面接]相談（ひきこもり）

4 専門職[電話]相談（自殺予防・自死遺
族）

4 専門職[電話]相談（ひきこもり・依存症）

3 家族によるサロン・面接相談

2 家族による電話相談

1 こころの傾聴テレフォン

＊ 紹介したい相談機能としては、「専門職電話相談」「こころの傾聴テレフォン」「家

族電話相談」が多かった。

＊ 面接相談は遠方からは利用しにくいという意見もあった。
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（２）あなたの所属機関で利用したい相談機能はどれですか

（該当するものすべてに○、1,2 は括弧内にも○）

問５（２）利用したい相談機能

11.4%

51.4%

25.7%

59.0%

43.8%

44.8%

43.8%

39.0%

44.8%

49.5%

7 特になし

6 事例検討会（出張による）

5 事例検討会（センター内）

4 ケース相談

3 電話コンサルテーション

2 精神科医[面接]相談（その他疾患）

2 精神科医[面接]相談（依存症関連）

1 専門職[面接]相談（自殺予防・自死遺
族）

1 専門職[面接]相談（依存症）

1 専門職[面接]相談（ひきこもり）

＊ 一番利用したい相談機能として、処遇困難を中心とした「ケース相談」が 59.0％

と一番多かった。

＊ 「出張による事例検討会」も 51.5％とニーズは高く、センターから出向いて

いく体制づくりも求められている。

＊「意見」への主な記載内容（抜粋）

・ 事例検討会などは、資料準備等大変な形ではなく、気軽にタイムリーに相談・

助言を受けられるとありがたい。

・ 専門性を強化していく方針であれば、ケースが相談に来るのを待つのではなく、

各市町に出向いての面接相談を一日でも多く設定して欲しい。

・ その回限りのスーパーバイズではなく、１つの事例について継続したスーパー

バイズがいただければありがたい。

など



- 11 -

問６ 説明会の開催について

こころの健康センターの新たな相談機能について、説明会の開催を希望しますか

問６ 説明会の開催

19

35

51

その他

希望しない

希望する（参加する）

＊ 説明会を希望する（参加する）と回答した機関が約半数あった。

＊「意見」への主な記載内容（抜粋）

・ 保健所が開催する連絡会で紹介して欲しい。管内毎に開催して欲しい。

・ 自立支援協議会の部会など、地域の関係者が集まる場で説明してもらえると

ありがたい。説明を踏まえて、地域としての体制も検討・共有していきたい。

・ 研修会、講演会の時にあわせて説明して欲しい。

・ 専門相談は何人体制なのか、相談・面接員はどんな方なのか、もっと具体的な

ことを知りたいと思う。

・ 参加者と十分な意見交換ができる少人数の説明会として欲しい。

など

問７ こころの健康センターホームページの充実に向けた取り組み

こころの健康センターホームページの充実を図るため、各機関の一覧を掲載するほ

か、ホームページを開設している関係機関には「リンク」の設定をしたいと考えてい

ます。

貴機関のホームページ開設状況及びリンク設定の希望についてお尋ねします。

問７ ホームページリンク設定の承諾

25

14

12

54

その他・未回答

開設していない

希望（承諾）しない

希望（承諾）する
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問８ その他 こころの健康センターへの意見・要望等

＊「意見・要望等」への主な記載内容（抜粋）

・ こころの健康センターの電話相談、こころの傾聴テレフォンは有効な取り組み

だと思う。これからも利用者に紹介していきたいと考えている。

・ 専門相談の事例を、こころのセンター内で抱え込まないで、他の関係機関と連

携して、各機関すべてが成長できるようなスーパーバイズを希望する。

・ こころの健康センターの現在のスタッフ数で専門相談を実施し、関係機関と

連携していくのは、業務や相談ケースの継続性（専門性の担保）を考えると大変

だと思う。

・ 遠方の地域でも活用できる専門相談をぜひ検討して欲しい。精神疾患への偏見

が残る地域では、管外の相談機関は重要である。

・ 限られた条件の中で大変と思うが、今後も身近に感じられるようなお付き合い

をいただきたい。

・ 事例検討で出張していただき感謝しているが、このような動きをごく当たり前

にしてもらえる、県と市町の関係であり続けて欲しいと思う。

・ こころの健康センター主催の研修会へは、毎年職員が交代で参加している。

今後も研修会を開催して欲しい。できれば身近な各地域で開催して欲しい。

・ 現在こころの健康センターでは、どれだけの相談を何名の体制でこなしている

のか、もっと情報がわかれば関係機関も活用しやすくなると思う。

・ こころの医療センターと間違いやすく、「一般市民には区別がつかない」との

声もある。専門性を生かした機能とするのにあたっては、「周知一番」で進めて

欲しい。

・ 精神科医の出張相談で、利用者・家族に向けた薬や病気についての勉強会を

してもらいたい。


